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こ
の
た
び
の
定
期
異
動
で
校
長
に

発
令
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
お
借

り
し
て
同
窓
生
の
皆
様
に
ご
挨
拶
い

た
し
ま
す
。

私
は
本
校
に
昭
和
五
十
三
年
四
月

に
県
立
西
尾
実
業
高
校
か
ら
転
勤
し

て
以
来
、
二
十
四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
し
て
農
業
（
主
に
畜
産
）
教
員
と
し

て
勤
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
多
く
の
生
徒
、
保
護
者
、
同

窓
生
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
日
本
一
の
農

業
地
帯
の
中
心
に
あ
る
渥
美
農
業
高 校 長中村 勝

渥
美
農
高
五
十
一
年
目
の

ス
タ
ー
ト
に
当
り 同窓会長 5可醤！勝托ヨ

同
窓
会
長
挨
拶

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す

ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
日
頃
は
同
窓
会
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
母
校
渥
美
農
業
高
等
学
校

も
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
、
同
窓
会

員
の
皆
様
を
は
じ
め
、

P
T
A
や
地
元

の
多
く
の
方
々
の
お
力
添
え
に
よ
り
ま

し
て
記
念
事
業
を
推
進
、
成
功
に
導
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
五
月
の
役
員
改
選
に
よ
り
ま
し

て
、
鈴
木
前
会
長
の
あ
と
を
受
け
、
会

長
と
し
て
新
役
員
と
共
に
同
窓
会
の

運
営
に
あ
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
に
ぶ
ん
力
不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
同

窓
会
員
の
皆
様
方
の
お
力
を
得
ま
し
て
、

一
生
懸
命
に
運
営
に
あ
た
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

鈴
木
守
前
会
長
に
は
同
窓
会
副

会
長
、
会
長
と
各
々
十
年
、
計
二
十
年

間
の
長
き
に
わ
た
り
、
本
会
の
組
織
強

化
と
母
校
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
周
年
事
業
の
成
功
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
支
部
理
事
の
設
置
は
今
後
の
同

窓
会
活
動
を
推
進
す
る
上
で
大
き
な

基
礎
を
築
い
て
い
た
だ
い
た
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

当
面
、
母
校
へ
の
支
援
と
い
た
し
ま

し
て
は
国
際
交
流
事
業
で
あ
る
オ
ラ
ン

ダ
王
国
フ
ル
ネ
デ
ル
タ
カ
レ
ッ
ジ
（
八

校
に
勤
務
で
き
る
こ
と
を
大
変
幸
せ

な
こ
と
と
感
謝
し
て
お
り
ま
し
た
。

昨
年
は
創
立
五
十
周
年
事
業
を
無

事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
記
念

事
業
で
学
校
環
境
と
教
育
設
備
の
充

実
が
図
ら
れ
、
姉
妹
校
派
遣
研
修
も

第
四
回
目
を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

さ
て
、
学
校
は
来
年
度
か
ら
学
校

週
五
日
制
と
な
り
、
平
成
十
五
年
度

か
ら
は
新
教
育
課
程
が
実
施
さ
れ
ま

す
。現

在
学
校
で
は
今
後
の
教
育
の
在

り
方
を
研
究
し
、
研
究
協
議
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
、
情
報
化
、
国
際
化
が

キ
ー
ワ
ー
ド
の
時
代
で
す
が
、
世
界
規

模
で
見
て
み
る
と
二
十
一
世
紀
は
食
料

と
環
境
の
時
代
と
言
わ
れ
ま
す
ま
さ

に
農
業
高
校
は
食
料
生
産
の
た
め
に

動
物
・
植
物
を
育
て
、
自
然
環
境
を
学

び
環
境
を
常
に
意
識
で
き
る
教
育
で

あ
り
ま
す
。 .~
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月
か
ら
ウ
エ
ラ
ン
ト
カ
レ
ッ
ジ
と
改
名
）

と
の
姉
妹
校
交
流
の
推
進
に
あ
り
ま
す
。

既
に
三
十
九
名
（
四
回
派
遣
）
の
生
徒

が
オ
ラ
ン
ダ
を
訪
れ
、
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
「
姉
妹
校
派
遣
研
修
報
告
書
」

を
読
む
と
、
全
て
の
生
徒
が
事
前
に
自

分
の
研
修
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
言
葉
に

不
安
を
持
ち
な
が
ら
も
、
い
ざ
オ
ラ
ン

ダ
に
着
け
ば
、
若
さ
と
情
熱
で
語
学
力

の
不
足
を
補
い
、
積
極
的
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

今
後
も
同
窓
会
員
、

P
T
A
、
地
域
の

皆
様
方
で
積
み
上
げ
て
い
た
だ
い
た
国

際
交
流
基
金
の
適
正
な
運
用
を
行
い
、

こ
の
交
流
が
長
く
続
き
、
心
と
心
の
つ

な
が
り
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
育
て
あ

げ
、
母
校
や
地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る

よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
同
窓
会
員
の
皆
様
方
の
ご

活
躍
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
と
共
に
、

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
農
業
基
本
法
で
は
環
境
保
全
機

能
を
大
き
く
取
り
上
げ
、
そ
の
大
切

さ
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

農
村
は
文
化
、
環
境
を
担
い
、
都
市

は
文
明
、
コ
ス
ト
、
消
費
等
を
担
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
か

文
明
発
祥
の
地
は
全
て
落
ち
ぶ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
大
切
な
川
の
水
を
だ

め
に
し
た
た
め
そ
う
な
っ
た
と
言
わ
れ

ま
す
。
今
こ
そ
農
村
地
帯
に
住
み
、
農

業
を
学
ぶ
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
生
徒

に
は
勉
学
し
て
も
ら
い
、
地
域
文
化
の

向
上
と
世
界
に
目
を
開
い
た
人
材
に

育
つ
よ
う
教
職
員
一
同
力
を
尽
く
し
た

い
と
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
さ
ん
現
場
の
問
題
点

や
情
報
を
学
校
に
遠
慮
な
く
伝
え
て

く
だ
さ
い
。
学
校
で
取
り
組
み
研
究
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
最
後
に
同

窓
生
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
、
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り

し
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

に

ウ
ー
ス
フ
ェ
イ
ス
ト
市
長
表
敬
訪
問

三
、
主
な
訪
問
地
・
見
学
地

↑

姉
妹
校
（
ラ
イ
ス
ワ
イ
ク
校
・
ウ
ー
ス
フ
ェ
イ
ス
ト
校
）

歓
迎
パ
ー
テ
ィ
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ィ
と
の
パ
ー
テ
ィ
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
・

生
物
（
チ
ン
チ
ロ
の
観
察
）
、
調
理
実
習
、
環
境
学
習
（
水
質
と
水
性
動

植
物
の
観
察
・
地
下
水
の
水
質
調
査
）
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
学
習
、
さ
よ
な

ら
パ
ー
テ
ィ
（
ラ
イ
デ
ン
）

三

ハ
イ
ネ
ッ
ケ
ン
ビ
ー
ル
工
場
、
ガ
ー
デ
ン
セ
ン
タ
ー
、
N
O
L
I
N
A
(
鉢
植
物

工
場
）
、
ア
ン
ネ
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
隠
れ
家
、
R
I
J
N
S
S
B
U
R
G
の
花
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
、
R
U
Y
T
E
R

and S
O
N
 (
ユ
リ
球
根
輸
出
会
社
）
、
R
ON
 E(
球

根
生
産
圃
場
）
、
N
I
I
K
(
花
モ
ザ
イ
ク
制
作
）

閻

所

感
国
際
交
流
基
金
の
ご
援

助
に
よ
り
姉
妹
校
派
遣

の
第
四
回
が
無
事
終
了

し
ま
し
た
こ
と
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。
今
ま
で
の
経

験
を
生
か
し
一
層
充
実
し

た
研
修
と
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

口
引
率
教
員

農

業

（

教

諭

）

英

語

（

教

諭

）

伴

浩

志

小

林

真

紀

施
設
固
芸
科
三
年

井

上

知

食
品
化
学
科
二
年

林

愛

美

施
設
園
芸
科
三
年

鈴

木

茂

食
品
化
学
科
三
年

立

岩

聡

司

"＂"↓ 目ハ

文

二
、
派
遣
団
員

〗
生
徒

農

業

科

二

年

農

業

科

三

年

鈴

木

紳

也

岸

上

株

久

施
設
園
芸
科
二
年

下

澤

知

食
品
化
学
科
二
年

仲

谷

綾

食
品
化
学
科
三
年

鈴

木

沙

知

子

一
、
期
日

平
成
十
三
年
四
月
二
十
一
（
土
）
＼
五
月
三
日
（
木
）

，，、

第
四
回

姉
妹
校
派
遣
研
修
報
告

乃 訓 ＼ノ

―
-
、
完
成
日

平
成
十
二
年
二
月

二
、
工
事
着
工
日

平
成
十

一
年
十
月

一
、
温
室
の
規
模

総
面
積
六
O

O
NB

栽
培
棟
五
三
0
面

育

苗

棟

七

0
面

こ
れ
ま
で
の
ガ
ラ
ス
温
室
は
、
昭
和

四
十
四
年
＼
四
十
六
年
に
建
設
さ
れ

た
鉄
骨
式
温
室
で
、
す
で
に
耐
用
年

数
を
七
年
以
上
超
過
し
て
い
る
状
態

で
し
た
。

今
回
、
新
温
室
建
設
の
運
び
と
な
り
、

こ
れ
か
ら
の
農
業
に
求
め
ら
れ
る
大
幅

な
省
力
化
と
、
ロ
ー
コ
ス
ト
化
に
対
応

す
る
た
め
、
大
型
温
室
が
選
定
さ
れ
、

平
成
十
一
年
十
月
に
着
工
と
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
の
既
存
の
日
本
型
の
温

室
で
は
、
多
連
棟
に
な
る
に
従
い
、
換

気
効
率
が
低
下
す
る
な
ど
の
問
題
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
現
在
、
オ
ラ
ン

ダ
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に

見
ら
れ
る
ダ
ッ
チ
ラ
イ
ト
タ
イ
プ
の
温

室
を
導
入
す
る
こ
と
と
な
り
、
以
下
の

規
模
の
温
室
が
昨
年
二
月
に
完
成
し

ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
温
室
は
、
こ
れ
か
ら
の
慢

性
的
な
水
不
足
を
想
定
し
、
水
の
有

効
利
用
を
テ
ー
マ
と
し
た
点
滴
灌
水

の
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

す
べ
て
の
デ
ー
タ
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管

理
さ
れ
て
お
り
、
降
水
量
・
日
射
量
・
風

力
に
合
わ
せ
て
最
適
な
気
象
条
件
を

設
計
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま

す
。 オ

ラ
ン
ダ
型
温
室
完
成
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一
月
卒
業
式

平
成
十
四
年

二
月
同
窓
会
入
会
式

役
員
会

十

二

月

役

員

会

十
一
月
第
四
回
ウ
ェ
ラ
ン
ト
カ
レ
ッ
ジ

研
修
生
受
け
入
れ

農
高
祭
参
加

九
月

体
育
大
会
参
加

ウ
ェ
ラ
ン
ト
カ
レ
ッ
ジ
研
修
生

参
加
生
徒
の
保
護
者
来
日

ハ
月

同
窓
会
会
報
六
号
発
行

五

月

役

員

会

理
事
会

定
期
総
会
（
役
員
改
選
）

平
成
十
三
年
度
事
業
計
画

平
成
十
三
年

四
月

学
校
職
員
歓
送
迎
会

第
四
回
姉
妹
校
派
遣
研
修

十
一
名
（
内
生
徒
九
名
）

役
員
会

平
成
十
三
年

二
月
第
九
回
五
十
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会

同
窓
会
入
会
式

役
員
会

平成12年度決算報告
［支出の部】 （円）

収入金額

支出金額

繰越金額

【収入の部】

948,567円

734,227円

214,340円

項目 予算額 収入済額 比較増減 摘要

繰越金 92,200 92,200 

゜入会金 855,000 855,000 1゚71名x
5,000円

寄付金 1,000 

゜
△ 

1,000 

雑 収入 500 1,367 867利 子

合計 948,700 948,567 
△ 

133 

（円）

【平成12年度 会計監査報告】

過日、平成12年度末までの会計監査を実

施いたしました結果、関係諸帳簿及び領収

書等よく整備されており通帳等との残高照

合したところ、適切に処理されていましたの

で報告いたします。

平成13年5月27日

監事田口 仁

佐 野 洋 一

項目 予算額 支出済額 比較増減 摘要

会議費
△ 

50,000 20,595 29,405 

総会費 10,000 2,045 
△ 

7,955 

役員会議費
△ 総会前

40,000 18,550 21,450 入会式

事務局費 90,000 116,885 26,885 

事務用品費 40,000 87,385 47,385 
ワープロプリ

ンター修理

通信費 30,000 29,500 
△ 

500 総会案内

事議務局費会
△ 

20,000 0 20,000 

事業費 450,000 276,752 △ 173,248 

特別事票費 20,000 74,975 54,975 

同窓会会報 200,000 85,217 △ 114,783 6200枚

支育部成・O費B 100,000 0 △ 100,000 

卒記念品代業 130,000 116,560 △ 13,440 

積立金 300,000 300,000 

゜積基本金 100,000 100,000 

゜
立金

特積別立事業金 200,000 200,000 

゜慶弔費
△ 

弔香 電典 2 l 50,000 17,870 32,130 

予備費 8,700 2,125 
△ 

6,575 

合計 948,700 734,227 △ 114,473 

本
会
役
員
（
平
成
十
三
年
度
）

会

長

河

辺

勝

己

（

七

農

）

副

会

長

彦

坂

武

孜

（

十

一

農

）

ヶ

西

川

義

人

（

十

二

園

）

ク

大

澤

克

義

（

十

五

園

）

ク

鈴

木

達

司

（

十

六

園

）

事

三

竹

正

二

（

十

五

農

）

ヶ

佐

野

洋

一

（

十

六

園

）

特
別
顧
問
・
顧
問
・
参
与
（
平
成
十
三
年
度
）

特

別

顧

問

鈴

木

守

（

六

農

）

顧

問

中

村

勝

（

校

長

）

参

与

湯

浅

夫

（

教

頭

）

男
（
事
務
長
）

早

史（二十二園）

人（十三農）

志（二十三園）

子（十六生）

好（二十二食）

典（二十四農）

幸（二十六園）

司（二十九農）

嗣（三十園）

則（三十一園）

治（三十一農）

俊（三十三農）

文（三十九圏）

子（三十九生）

興（四十農）

文（四十施）

明（四十一施）

6 5 4 3 2 1 回
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! は
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闊
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県
民
大
学

高
等
学
校
開
放
講
座
紹
介

潤
い
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ

一
月
卒
業
式

同
窓
会
会
報
五
号
発
行

十
一
月
五
十
周
年
記
念
式
典

五
十
周
年
記
念
祝
賀
会

役
員
会

農
高
祭
参
加

合 木田 田本 川藤 田辺 城井 井城 田山 田

合木田田本川藤田辺城井井城田

事務局（平成十三年度）

事務局長森山勝

事務局次長冨田三

ク伴浩

事務局和昭

ク藤美

ク白秀

福敏

藤栄

度広、1

村智

伊雅

市直

山隆

池富

岡奈

鈴崇

河輝

， >
講期 講期 教 教 教 教 教 教

悶限 限

師 付 師 付 諭 諭 諭 諭 諭 頭

喜含晶喜凰冒塁奏口 畠冑氏

正 亨胃旦鷹

＇ 
喜 慶名

ヌ旦史 代

時 ,-,... 玉

［ 
豊 豊 御 豊 稲

習 橋 橋 橋
月．．lj 

陵 津 沢 任
館 南 西 南 高
高

苺
翡 湖

古向

高
古向

校

校 校 校 校 校 校 校

学
校
職
員
歓
送
迎
会

新
一
年
生
募
金
開
始
・
終
了

第
三
回
姉
妹
校
派
遣
研
修

十
二
名
（
内
生
徒
十
名
）

同
窓
会
会
報
発
行

第
八
回
五
十
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会

G
D
C
研
修
生
受
け
入
れ

十
四
名
（
内
生
徒
十
名
）

本
会
役
員
（
平
成
十
二
年
度
）

会

長

鈴

木

守

（

六

農

）

副

会

長

鈴

木

章

（

九

農

）

ク

河

辺

己

（

七

農

）

ク

花

井

一

(

+

―

園

）

ク

山

本

悟

（
十
五
農
）

事

田

口

仁

（

十

一

園

）

ヶ

佐

野

一

（

十

六

園

）

特
別
顧
問
・
顧
問
・
参
与
（
平
成
十
二
年
度
）

特

別

顧

問

瓜

生

徳

男

（

三

農

）

顧

問

稲

熊

良

彦

（

校

長

）

参

与

中

村

勝

（

教

頭

）

男
（
事
務
長
）

早

事
務
局
（
平
成
十
二
年
度
）

事

務

局

長

伴

浩

事

務

局

次

長

冨

三

ヶ

森

勝

事

務

局

和

昭

ヶ

藤

美白
秀

福

敏

藤

栄
度

広

、>、し村

智

伊

雅

市

直
山

隆

池

富
岡

奈

鈴

崇
河

輝

志
（
二
十
三
園
）

人
（
十

三
農
）

史

（
二
十
二
園
）

子
（
十
六
生
）

好
（
二
十
二食）

典
（
二
十
四
農
）

幸
（
二
十
六
園
）

司
（
二
十
九
農
）

嗣
（
三
十
園
）

則

（
三
十
一
圏
）

治
（
三
十
一
農
）

俊
（
三
十
三
農
）

文
（
三
十
九
園
）

子
（
三
十
九
生
）

興
（
四
十
農
）

文
（
四
十
施
）

明
（
四
十

一
施）

転
任
の
先
生

着
任
の
先
生

十
月

武

九
月
体
育
大
会
参
加

武勇

七月第七回五十周年記念事業

実行委員会

i 誓 喜 塁 誓 悶

>>畠開； 氏

夏胃 名

塞i 所 I 
豊 豊 成

転
橋 橋 章 出
西 南

古向 高
高 高

校 校 校
校

単 虚 至 盆 塁糾襄

五

月

役

員

会

定
期
総
会

洋

監

監

憲洋勝

I 教 校

諭 長

榎 山 稲
氏

本 田 ム‘月‘‘ヒヒ‘ 

範 良
名

昇 子 彦

干
八 五

i 年 年 年

平
成
十
二
年
度
事
業
報
告

平
成
十
二
年

四
月

優

秀
「
季
節
の
味
・
涯
美
の
味
を
食
卓
に

ー
お
い
し
く
安
全
な
パ
ン
作
り
を
目
指
し
て
」

食
品
化
学
研
修
班
三
D

藤
城
二
美
代

他
五
名

『
-
[
｀
品
必

~
M
'
_

＝
ニ
＿

柔
道
部
活
動
成
績

七
月
三
十
日

東
三
河
体
重
別
柔
道
大
会

9
0
k
g
級

3
位

藤

田

太

一

十
一
月
二
十
三
日

全
三
河
高
等
学
校
体
重
別
柔
道
大
会

9
0
k
g
級

3
位

藤

田

太

一

陸
上
部
活
動
成
績

五
月
三
、
四
日

県
総
合
体
育
大
会
東
三
河
予
選
会

1
5
0
0
M
4
位

大

和

立
幸

5
 0
0
0
 M

3

位

大

和

立

幸

十
一
月
十
五
日

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

(
B
区
分
）県

大
会
（
稲
沢
高
校
）

十
一
月
十
四
日

家
畜
審
査
競
技
会
県
大
会

肉
牛
の
部優

秀

A

深

川

富

也

農
業
鑑
定
競
技
会

農
業
科
コ
ー
ス

優

秀

園
芸
科
コ
ー
ス

優

秀

生
活
科
学
科
コ
ー
ス

優

秀

三

E

ヶ

三

E

農
業
情
報
処
理
競
技
会

出

場

三

D

樅

山

剛

久

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
C
区
分

優

秀

堤

み

ほ

子

鈴
木
さ
ゆ
り

食
物
研
究
班

B

香

川

諒

美

A
 
山
田

幸
司

十
月
二
十
五
日

第
五
十
一
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

全
国
大
会
（
宮
崎
県
）

食
品
化
学
科
コ
ー
ス

最
優
秀

生
活
科
学
科
コ
ー
ス

最

優

秀

三

E

優

秀

三

E

オ
プ
ザ
ー
バ
ー

一
位

―

-E

七
月
七
日

農
業
鑑
定
競
技
会

平
成
十
二
年
度

-＝t
戸グ

5
暑-己_＝』．

愛
知
県
学
校
農
業
ク
ラ
プ
連
盟

六
月
二
十
日

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

(
C
区
分
）

県
大
会
（
西
尾
実
業
高
校
）

最
優
秀

「
お
や
つ
生
活
す
ず
し
ろ
ク
ッ
キ
ン
グ
」

食
物
研
修
班
三

E

内

柴

寛

予

三

E

杉

本

裕

夏
他
五
名

六
月
二
十
三
日

農
業
情
報
処
理
競
技
会

D

熊

谷

昌

洋

県
大
会

（
三
河
情
報
セ
ン
タ
ー
）

最

優

秀

三

D

樅

山

剛

久

優

秀

三

c
渡

辺

智

弘

ク

三

B

伊

藤

誠

オ
プ
ザ
ー
パ
ー
一
位
―

-
A

河

合

章

好

県
大
会
（
渥
美
農
高
）

堤

み

ほ

子

鈴
木
さ
ゆ
り

村

田

美

恵

吹
奏
楽
部
活
動
成
績

七
月
二
十
七
日

県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
三
河
大
会
銅
賞

二
月
十
一
日

名
岐
駅
伝
競
走
大
会
参
加

十
二
月
十
七
日

第
四
十
九
回
渥
美
半
島
駅
伝
競
走
大
会

男

子

30
位

女

子

13
位

十
月
七
、
八
日

県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

走
高
跳

8
位

岡

田

純

六
月
十
、
十
一
日

東
三
河
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

県
選
手
権
大
会
兼
国
体
予
選
会

1
5
 
0
0
 
M

2

位

大

和

立

幸

l
l
o
M
H
2
位

河

辺

怜

走
高
跳

3
位

岡

田

純

砲
丸
投

5
位

福

井

強

志

や
り
投

6
位

中

村

浩

也

ハ

ン

マ

ー

投

4

位

福

井

強

志

走
幅
跳

3
位

福

井

香

織

円
盤
投

3
位

永

井

祐

子

や

り

投

優

勝

小

川

千

春

七
月
二
十
三
日

東
三
河
高
等
学
校
一
年
生
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

兼
東
三
河
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
記
録
会

走
高
跳

2
位

岡

田

純

6
位

山

崎

孝

之

5
位

川

口

博

史

優

勝

福

井

香

織

3
位

生

嶋

陽

子

優

勝

福

井

香

織

4

位

河

辺

愛

子

九
月
十
六
、
十
七
日

県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
東
三
河
予
選
会

走
高
跳

3
位

岡

田

純

ハ
ン
マ

ー
投

2
位

福

井

強

志

8
 0
0
 
M

5

位

生

嶋

陽

子

走

幅

跳

優

勝

福

井

香

織

や

り

投

優

勝

小

川

千

春

以
上
県
大
会
へ

十
月
二
十
九
日

全
三
河
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

走
高
跳

6
位

岡

田

純

l

O

O

M

5

位

福

井

香

織

十
一
月
五
日

県
高
等
学
校
男
子
駅
伝
競
走
大
会

（
名
岐
駅
伝
参
加
資
格
獲
得

県
高
等
学
校
女
子
駅
伝
競
走
大
会

11
月
6
日

16
位

2

/
11
)
 

19
位

野
球
部
活
動
成
績

秋
季
全
三
河
大
会

10
月
28
日

本

校

3
X
0碧
南

10
月
29
日

本

校

1
2
X
7
西
尾
（
延
長
10
回）

11
月
5
日

本

校

l
X
1
1
愛
産
大
三
河

(
6
回
コ
ー
ル
ド
）
準
決
勝

本
校
5
x
8桜
丘

3
位
決
定
戦

走
幅
跳

l
O
O
M
 

8
0
0
M
 

走
幅
跳

や
り
投

五
月
二
十
八
日

県
総
合
体
育
大
会

5
 0
0
 
0
M
1
0
位

大

和

立

幸

l
l
o
M
H
 

走
幅
跳

三
段
跳

ハ
ン
マ
ー
投

円
盤
投

や
り
投

2
位

河

辺

怜

4
位

岡

田

純

6
位

鈴

木

通

仁

3
位

福

井

強

志

4
位

永

井

祐

子

2
位

小

川

千

春

以
上
県
大
会
へ


